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7
＝

り
二
4
．
つ
ム

’
．「亨

．
．
r
｝
．
講
「

　
．
詩
．
‘
夕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
　　　　　　　　　　　　はんど・いん・はんど　∫一一．．．．　　　　．．…一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1薯　7年、11、一2成

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ
〔不況の帖猷大丈夫ですか〕　　　藤振．．，．．」

・急に秋風が身にしむ季節となり・秋冬物を出す時間もない私・趣蕪酵動・

ら、新聞の折りこみ広告のウォーキング・クローゼットつき住居にため息をついてい

ます。つまり、1年中の洋服をぶらさげておける納戸があれば、働く女たちはどんなに

楽かと。そして住居が広ければ、個人消費はもっと伸びるにちがいないのに、と。

■個人消費は伸びず、景気は回復せず、雇用不安は広がっています。女子大生の就職

は超氷河期といわれていますが、もともと年齢制限があり、悪条件の再就職先しか見

つけられなかった中高年女性の実態はどうなのか。

　残業がなくなって収入が激減した人、事業をおこしたものの毎月の資金繰りに追わ

れて廃業した人など、どの人も生活を支えている人ですから大変です。中高年とはと

てもいえない29歳の人でも2歳の子を抱えていては、就職に有利といわれた資格や特

技を持っていても面接ではねられ就職できないと嘆いています。

■9月2日から1週間、北京の世界女性会議に出席してきました。世界には今、1日1

ドル以下の生活費しか使えない最貧層の人が11億人目ますが、その8割は女性という

ことで、女性の貧困を克服することも北京会議の大きな課題でしたが、《豊かな国》日

本でも、貧困は女性の側にあるのですね。

　女性が結婚、出産で仕事をやめなくてもすむ社会、やめても再就職が不利にならな

い社会、離婚しても経済的に自立できる社会をめざしたいと思いますが、それにして

も離婚後も子どもの生活の安定のためには父母双方共努力すべきなのに、養育費の支

払い率が低いのはなぜなのか。別れ方の問題、結婚生活中の父と子の関わり方、面接

交渉権のこと、夫の経済力などいくつかの要素が考えられますが、離婚制度にも問題

があるのではないかと思います。養育費等に関するアンケート（P．5～8）にぜひご協

力ください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（円より子）

第165号600円禁無断転載
【発行日】1995年ll月1日

【発行所】現代家族問題研究所
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海を渡る鳥は、波間を漂う流

木に憩うという。離婚一それ

は旅の半ばの一つの出来事。

新たな旅立ちをした女たちは

いま手をとりあい、女である

がゆえの偏見と差別に向きあ

う。ハンド・イン・ハンドは

生きやすい社会をめざし、支

えあう女たちの流木である。
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1995年11月1日　隔月1回1日発行第165号ハンド・イン・ハンド

■
養
去
目
費
等
に

　
先
月
号
の
表
紙
で
お
伝
え
し
て
い
た
、

「
養
育
費
等
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
調

査
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
忙
し
い
毎
日
を
お
過
ご
し
の
と
こ
ろ

お
手
数
を
お
掛
け
致
し
ま
す
が
、
ど
う

か
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
7
月
発
表
の
9
3
年
度
全
国
母
子
世
帯

等
調
査
結
果
の
概
要
（
厚
生
省
児
童
家

庭
局
）
で
は
、
多
く
の
離
別
母
子
家
庭

が
、
就
労
形
態
が
不
安
定
で
低
収
入
の

上
、
別
れ
た
夫
か
ら
養
育
費
も
何
の
援

助
も
も
ら
え
ず
、
住
居
も
不
安
定
な
生

活
を
余
儀
無
く
さ
れ
て
い
る
状
況
が
浮

き
ぼ
り
に
な
り
ま
し
た
が
、
厚
生
省
等

の
母
子
家
庭
に
対
す
る
新
た
な
支
援

サ
ー
ビ
ス
は
検
討
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
ま
た
民
法
改
正
要
綱
試
案
と
そ
の
見

直
し
審
議
の
中
間
報
告
で
は
、
財
産
分

与
に
つ
い
て
は
原
則
⊥
2
が
認
め
ら
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
の
、
養
育
費
に

つ
い
て
は
不
十
分
で
す
。

　
円
よ
り
子
は
参
院
の
法
務
委
員
会
で
、

養
育
費
や
別
居
中
の
生
活
費
の
確
保
に

つ
い
て
法
務
大
臣
に
質
問
し
、
「
緊
急
の

重
要
課
題
と
し
て
認
識
し
、
検
討
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
の
答
弁
を
得
、
最

初
の
試
案
よ
り
一
歩
前
進
し
た
も
の
の

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
に

　
　
　
　
　
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す

　　

@　
@　
@　
@　
@　
@■

今
回
を
逃
す
と
次
の
抜
本
的
な
改
正
は

20

`
3
0
年
後
に
な
っ
て
し
ま
う
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　
父
親
が
離
婚
後
も
親
と
し
て
の
責
任

を
養
育
費
負
担
、
面
接
交
渉
等
の
形
で

果
た
し
、
子
ど
も
達
の
生
活
と
精
神
の

安
定
が
守
ら
れ
る
よ
う
な
制
度
が
盛
り

込
ま
れ
る
よ
う
、
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
役
立
て
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ご
返
送
頂
い
た
ア
ン
ケ
ー
ト
は
1
2
月

中
に
集
計
し
、
次
の
国
会
の
際
の
貴
重

な
資
料
と
さ
せ
て
頂
く
予
定
で
お
り
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
後
日
ハ
ン
ド
誌
上
で
の

結
果
報
告
も
致
し
ま
す
。
ご
記
入
の

上
、
1
1
月
末
日
ま
で
に
事
務
所
向
井
ま
で

お
送
り
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
郵
送
料

は
次
号
会
報
発
送
の
際
返
却
致
し
ま
す
。

　
項
目
数
も
多
く
、
か
な
り
具
体
的
に

伺
っ
て
お
り
ま
す
が
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

は
厳
守
致
し
ま
す
。
項
目
は
別
居
ま
た

は
離
婚
さ
れ
た
母
子
家
庭
を
想
定
し
た

も
の
が
多
く
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
男

性
の
方
も
ご
回
答
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
重
ね
て
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

〒
1
0
0
千
代
田
区
永
田
町
2
1
1
1

1
－
7
3
8
　
　
円
よ
り
子
事
務
所
内

◎
　
　
　
離
婚
判
決
に
よ
り
慰
謝
料
や
　
　
も
検
討
ば
か
り
し
て
い
な
い
で
、
諸
外
国

　
　
　
養
育
費
の
支
払
い
が
元
夫
に
　
　
に
倣
っ
て
、
実
効
性
の
あ
る
方
法
を
採
用

命
じ
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
彼
は
一
切
　
　
す
べ
き
で
す
。

支
払
い
を
し
て
く
れ
ま
せ
ん
。
私
に
は
　
　
　
と
り
わ
け
養
育
費
は
子
ど
も
の
生
き

彼
が
今
ど
こ
で
働
い
て
い
る
の
か
も
わ
　
　
る
権
利
に
関
わ
る
大
切
な
も
の
で
す
か

か
り
ま
せ
ん
。
判
決
の
後
、
面
接
交
渉
の
　
　
ら
、
先
に
国
や
自
治
体
で
立
て
替
え
て
、

取
決
め
も
し
た
の
に
連
絡
も
あ
り
ま
せ
　
　
後
日
父
親
か
ら
国
等
が
回
収
を
す
る
と

ん
。
何
か
方
法
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
　
　
　
　
か
、
税
金
と
同
じ
様
に
給
料
か
ら
天
引
き

　
　
　
裁
判
所
が
慰
謝
料
や
養
育
費
　
　
す
る
等
考
え
て
欲
し
い
で
す
ね
。
給
料

　
　
　
　
の
支
払
い
を
命
じ
て
も
、
あ
る
　
　
か
ら
天
引
き
す
る
制
度
は
サ
ラ
リ
ー
マ

い
は
調
停
で
こ
れ
ら
を
払
う
と
決
め
て
　
　
ン
し
か
利
用
で
き
ま
せ
ん
か
ら
前
者
の

も
、
夫
が
そ
れ
に
従
う
、
約
束
を
守
る
保
…
聯
方
が
優
れ
て
い
ま
す
ね
。
こ
の
よ
う
な

障
は
あ
り
ま
茎
特
に
調
停
や
和
解
購
制
度
は
・
ス
ー
が
掛
か
呈
墓
官
・

と
異
な
り
、
妻
勝
訴
の
判
決
は
夫
に
と
つ
…
縫
接
待
の
よ
う
な
無
駄
遣
い
を
や
め
て
必

蠣
鐸
鐘
鐸
鷺
謡
難
郵
嚢
劉
蕪

支
払
っ
て
く
れ
な
い
時
、
夫
の
財
産
を
見
…
．
淵
う
な
考
え
方
が
お
か
し
い
よ
う
に
も
起

つ
け
て
こ
れ
を
差
押
え
、
現
金
に
換
え
て
　
　
い
ま
す
）
で
す
。

回
収
す
る
し
か
方
法
が
あ
り
ま
せ
ん
。
　
　
尚
、
強
制
執
行
は
判
決
の
他
、
調
停
調

裁
判
所
は
ど
こ
か
に
夫
の
財
産
が
な
い
　
　
書
や
審
判
書
、
公
正
証
書
で
も
で
き
ま

か
と
探
し
て
き
て
は
く
れ
ま
せ
ん
か
ら
、
　
　
す
。
調
停
調
書
が
あ
る
時
は
、
執
行
の
前

自
分
で
財
産
を
探
し
て
、
強
制
執
行
を
申
　
　
に
履
行
勧
告
や
履
行
命
令
も
し
て
も
ら

し
立
て
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
従
っ
て
、
　
　
え
ま
す
。
ま
た
、
執
行
の
目
的
物
と
し
て

ど
こ
に
財
産
が
あ
る
か
判
ら
な
い
時
に
　
　
は
、
銀
行
預
金
や
給
料
等
の
債
権
、
不
動

は
強
制
執
行
は
で
き
ま
せ
ん
。
　
　
　
　
　
産
、
家
財
道
具
、
自
動
車
等
財
産
的
価
値

　
今
回
の
民
法
改
正
で
、
養
育
費
の
確
保
　
　
の
あ
る
も
の
な
ら
一
応
何
で
も
で
き
ま

の
た
め
の
具
体
的
方
策
に
つ
い
て
、
法
制
　
　
す
が
、
不
動
産
は
お
金
が
掛
か
り
ま
す
。

審
中
間
報
告
は
単
な
る
検
討
課
題
と
し

て
お
茶
を
濁
し
て
い
ま
す
が
、
い
つ
ま
で
　
　
　
　
　
　
　
　
（
弁
護
士
・
竹
川
幸
子
）

（4）
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養育費等に関するアンケート

別居中または離婚された、ひとり親世帯の方に伺います．以下の質問にお答え下さい。0内には具体的な数字や事柄

を記入し、選択肢のある設問には該当する箇所にOをお付け下さい。

1．あなたとあなたのご家族について伺います。

1．氏名　　　　　　　　　　　　　　　2．性別　男　・　女

3．年齢　　　歳　　4．居住地（　　　　　　都道府県　　　　　郡市　　　　　　区町村）

5．現在一緒に暮らしている人はあなたを含めて何人いますか。またその方との関係を具体的に教えて下さい。

　（例：長女1人、父、母、恋人、本人一計5人）（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

6．あなたの現ffの状態は。

口）別居中（結婚　　年、別居　　年、調停中・調停不成立・裁判中）

（2｝離婚した（結婚　　年、離婚後　　年、形態は　①協議　②調停　③審判　④裁判

（3）その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

7．お子さんはいちつしゃいますか。（同居でない子も含めて）

（1）いない　　（2》いる第1子男・女　歳学齢　　年　　第3子男・女　歳学齢　　年

　　　　　　　　　　　第2子男・女　歳学齢　　年　　第4子男・女　歳学齢　　年
8．結婚のきっかけは　　　（1）恋愛　　（2）見合　　（3｝その他（　　　　　　）

9．離婚または別居を言い出したのは　　（1）夫　（2）妻　　（3）両方　（4）その他（　　　　　）

10．離婚または別居の原因は（該当するもの全て1

（1）価値観・人生目標が違う　　（2》相手の経済力の無さ、経済観念の違い　　（3》相手が家庭をかえりみない

（4｝夫の不貞　　（5）妻の不貞　　（6）相手のアル申、酒乱（7｝相手の暴力　　（8）子どもをめぐっての対立

（9）親兄弟との折り合いが悪い　（10）相性が悪い　（11）性的不一致　（12）相手の性格　（13）相手のギャンブル癖

（14）妻が働くことへの無理解・非協力的態度　（15）精神障害（　　　　　　　　　　　　　　）

（16）宗教（　　　　　　　）　（11）その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

II．養育費について

1．1）別居・離婚時どちらがどの子どもを引き取りましたか。

　　①妻第1子・第2子・第3子・第4子　　②夫第1子・第2子・第3子・第4子
　　2）子どもはどちらの親と暮らしたいか意見を表明しましたか、それを尊重しましたか。

　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＞

　　3）子どもの引取りに関しトラブルがありましたか

　　①あった（内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）②なかった

2．養育費について知っていましたか（いますか）　　（1）はい　（2）いいえ

4．実際に養育費の取り決めはできましたか。

（1）はい

（2）㌧、し、え

5．養育費は何に使っていますか

1）どのようにして決まりましたか

①配偶者と協議　②親族、知人、友人に問に入ってもらって　③自分で弁護士を立てて

④家裁の調停で　⑤家裁の審判で　⑥裁判で　⑦その他（　　　　　　）

2）その額は（一人　　　　円／月　　　歳まで、その他（　　　　　　　　　｝

3）取決め方法　①調停調書　②公正証書　③私的書類　④口約束　⑤その他（　　　　　　　　　）

4）希望条件と違いましたか

①はい（違いを具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　②いいえ

（理由　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　（1）普段の生活費　　（2）教育費・稽古ごと　（3）将来の学資として積立

　　　　　　　　　（4）不意の出費　　（5）その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

6．子どもにかかる経費は養育費がなくても充分ですか。

（1）はい　　　（2）いいえ　（具体的に

7．養育費に満足していますか

　（1）はい（理由　　　　　　　　　　　　　　　　　）　（2）いいえ　（理由

）

）

（5）



1995年11月1口　隔月1回1日発行第165号ハンド・イン・ハンド

8．養育費の支払いは守られていますか。

（1）約束通りある　（2）約束より少額　　（3）約束より高額　　（4）期日を守ちない　（5）約束を守らず支払わない

⑥約束はないが支払われている　（7）取決めもなく支払われない　（8｝子どもが成人し、支払いは終わった

（9）その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

9．養育費が支払われなかった時、相手に確認したり、支払い要請をしましたか

　（1）はい　（内容　　　　　　　　　　　　　）　（2）いいえ　（理由　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

10．どうして取決めが守ちれていないと思いますか。（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

11．今後、養育費について増額請求するつもりですか。

　（1）はい（理由　　　　　　　　　　　　　　　）　｛2》いいえ（理由　　　　　　　　　　　　　　　　　）

12．養育費について法や制度を改正する必要があると思いますか　　（1）はい　　（2）いいえ

13．改正するとしたら、どういうものがいいですか．

（1）養育費について協議離婚の場合も離婚届に取決め額を書くのがいい。

（2》未成年の子がいる時は養育費について象裁等で取り決めなければならないと立法すべきである。

（3）養育費履行のため、給与かちの天引き制にすべき。

（4｝国が立て替え、父親等から取り立てる制度を。

（5）養育費の支払い者には税金の優遇措置をすべき。

　　　　　　　　　　　　　　　　　バ（6）第3セクターによる養育費基金または保険会社の養育費保険があればいいと思う。

（7）その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

111．あなたの経済面について伺います。

1．働いていちつしゃいますか。

（1）はい　1｝どのようなお仕事ですか。（職種・内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　2｝どのような働き方ですか。①経営者　②管理職　③常勤（正社員）　④常勤（パート）　⑤非常勤（’S・一F）

　　　　　　　　　　　　　　　　　⑥自営業手伝　⑦自由業　⑧その他（　　　　　　　）

　　　　　3）年収は税込約　　　　万円（　　万円／月、賞与　　　万円／年、その他　　　　）

　　　　　4）勤務時間は。（　　日／週、　　時　　分～　　時　　分、休日は　　　　　　　）

　　　　　5｝結婚前の職業とおよその年収（税込）は（　　　　　　　　　　　　　　　　）

（2》いいえ（理由　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

2．学歴は　　（1）あなた（　　　　　　　　卒）　　（2）配偶者（　　　　　　　卒）

3．働いて得る以外の収入について（いくつでも、月額）

（1）児童扶養手当（　　　　　円）　（2）生活保護（　　　　　円）　（3）養育費（　　　　　円）

（4）年金（種類　　　　　　　　　　　　　　円）（5）親族の援助（　　　　　円）（6）配偶者の収入（　　　　円）

｛7）不動産収入（　　　　円）（8）その他（　　　　　　円）

4．どのような健康保険に加入していますか．（種類　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝

5．どのような公的年金に加入していますか。（種類　　　　　　　　　　　　　　　　　）

6．あなたのいま住んでいるのはどのような家ですか。（1っだけ）

（1）持ち家（一戸建・マンション）（2）借家（一戸建・マンション）（3）社宅・官舎　　（4）間借り（5）アパート

（6｝親きょうだいの家・持ち家（7）その他（　　　　　　　　　　　）

7．私的保険や年金に加入していますか

（1）している　1）保険（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝（2）していない

　　　　　　　2）年金（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

8．持ち家のローンの支払はありますか。（1）はい（月　　　　円　　残　　　年）（2）いいえ

9．〔家賃を払っている方に〕家賃は1ケ月いくらですか（　　　　　　円）

10．あなた名義の資産をお持ちですか。

　（1）はい　　①不動産（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　（2）いいえ

　　　　　　　②貯　蓄（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〉

　　　　　　　③その他（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

11．別居・離婚時の職業　（1）夫　有（職種・内容　　　　　　、年収　　　　円（税込））・無

（6）
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　　　　　　　　　　　　（2）妻有（織目・内容　　　　、年収　　 円（税込））・無

12。夫と同居中の1か月の生活費はどの位でしたか。（ローン、教育費等含）（　　　　　円）

13．別居・離婚の際、当面の生活費、住居費ははありましたか

　〔1）はい（貯蓄　　　　円、借金　　　　円その他　　　　　　　　　　　　　｝　　（2）いいえ

14．婚姻費用分担請求権について知っていましたか（いますか）　　（1）はい　（2）いいえ

15．別居中の生活費（婚姻費用分担》について取り決めましたか

（1）はい

（2）いいえ

16．財産分与、慰謝料について知っていましたか

17．財産分与、慰謝料を請求した際、

（1〕はい　（内容

18．財産分与、慰謝料の取り決めはしましたか。

　（1）はい　1）金銭　　　　円　　2｝物品（内容　　　　　　　　　　　　　　　　　円相当》

　　　　　　3）取決め方法　①調停調書　②公正証書　③私的書類　④口約束　⑤その他

　　　　　　4｝希望条件と違いましたか　　①はい（違いを具体的に

　（2）いいえ　（理由

IV．離婚の子どもへの影響

1．あなたは子どもに離婚のことを話していますか。

　（1》はい　1）二歳だった子どもに（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　2｝どのような状況の時ですか（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　3）どのように話しましたか（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　の子どもの反応は（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　5）話した理由は（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　（2）いいえ　理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

2．別れた親は子どもに話しましたか．

　　（1）はい　（どんな状況でいっ話しましたか　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　（2）いいえ　（理由　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

3．面接交渉権について知っていましたか　　　（1）はい　　（2）いいえ

4．子どもは別れた親と会っていますか。

　（1）はい　（2）いいえ　理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

5．子どもは別れた親と会いたいと思っていますか、そう言いましたか。　（1）はい　（2）いいえ

6．別れた親かち会いたいという要請はありましたか　　（1）はい　　（2）いいえ

7．面接交渉についての取り決めはなさいましたか。

　〔1）はい　1）取決め方法　①調停調書　②公正証書　③私的書類　④口約束　⑤その他

1）請求額は　（　　　　円／月（配偶者の収入の　　％）、その他　　　　　　　）

2）請求した際、トラブルや問題がありましたか。

〈　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

3）決定額は。（　　　　円／月（配偶者の収入の　　％）、その他　　　　　　　）

4）どのようにして決めましたか。

①配偶者と協議　②親族、知人、友人に間に入ってもらって　③自分で弁護士を立てて

④家裁の調停で　⑤家裁の審判で　⑥裁判で　⑦その他（　　　　　　）

（理由　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）はい　　（2）いいえ

　　　　　　　　　　トラブルや問題はありましたか。（あると思いますか｝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　（2）いいえ

　　　　2）回数　　①週1回　②月2回　③月1回　④年2回

　　　　3）1回に会う時間はどの位ですか（

　　　　4）連絡の取り方は（

　　　　5）主に会う場所は（

　　　　6）主にすることは（

　　　　7）会った後の子どもの態度で気付くことは（

（2）いいえ　（理由

⑤年1回　⑥その他

）
）
）
）
）
）

（7）

｝　②いいえ

）
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8．子どもが産まれた時や妊娠がわかった時の夫の態度はどうでしたか．

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

9。あなた自身の気持ちはどうでしたか

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

10．婚姻中の夫と子どもの関わり、関係はどうでしたか。

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝

11．子どもは別れた親についてどう感じていると思いますか。

　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

12．子どもが別れた親と会うことによってどういう変化がありましたか。

　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

13．離婚が子どもに及ぼす影響についてどのようにお考えですか。

　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

14．別居・離婚後のあなたと子どもの関係はいかがですか。

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

15．生活費の不足が子どもとあなたの関係に影響を与えていると思いますか。（具体的に）

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

V．あなたの生活や精神的なことについて伺います。

1．現在困っていることや悩みは何ですか。

（1）子ど・ものこと　（2）仕事・収入　　（3）住居　（4）家事　（5）健康　（6）恋愛や再婚　（7）その他（　　　　　　）

2．〔1で（1）を選んだ方〕それはどのようなことですか

（1）育児・しっけ　（2》反抗的態度　　（3）父親像のモデルがないこと　　（4）健康（食事・栄養）　〔5）非行

（6）不登校　　（7）成績・教育・進学　　（8｝就職　　（9）結婚問題　（10）その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　｝

3．相談相手はいますか

（1）はい　　（どなたですか　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〉

（2）いいえ　（理由　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

4．公共機関や社会福祉サービスを利用したことがありますか。

（1）ある　（内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝

（2）ない　（理由　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

5．あなたの自由時間はありますか。

（1）十分ある　（2）ある　（3）あまりない　（4》ほとんどない　（5）その他（　　　　　　　｝

6．現在の健康状態は（1）優良　　（2）良い　　（3）普通　　（4）悪い　　（5）その他（　　　　　　　｝

7．子どもの健康状態は（1）優良　　（2｝良い　　（3）普通　　（4）悪い　　（5）その他（　　　　　　）

8．別居・離婚前後あなたはからだや心の病気になりましたか．　（1）はい　　（2）いいえ

9．どんな症状でしたか

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

10．どうやって治しましたか。（元気になりましたか｝

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＞

11．健康維持のためにどんなことをしていますか。（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

12．別居・離婚した直後の気持ちはどうでしたか

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

13．別れた配偶者と子どもとの今後の関係についてどのように考えますか。

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

14．別れた配偶者とあなたとの今後の関係についてどのように考えますか。

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

15．その他、意見や感じていること等ありましたちお書き下さい．

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たくさんの項目にお答え下さって、どうもありがとうございました．

（8）










